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平成 21 年 11 月 17 日 

各    位 

会 社 名 ： 株 式 会 社 エ イ ジ ア 
 （コード番号：２３５２ 東証マザーズ） 

本社所在地 ： 東京都品川区南大井一丁目 13 番５号 
代 表 者 ： 代 表 取 締 役 美 濃 和 男
問 合 せ 先 ： 専 務 取 締 役 中 西 康 治
 TEL（ 03） 5753-0848（代表） 

 

 

エイジアと SBI ベリトランスとの業務提携に関するお知らせ 
～中国向け EC モール「佰宜杰.com（バイジェイドットコム）」で 

本格メールマーケティングを実現する EC トータルソリューションを共同開発～ 

  

インターネットマーケティングソリューションを提供する株式会社エイジア（本社：東京都品

川区、代表取締役 美濃 和男、以下エイジア）と、オンライン決済ソリューションを提供する SBI

ベリトランス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 沖田 貴史、以下 SBI ベリトランス）は、

中国向け EC ソリューションの共同開発を目的に、業務提携を行うことを発表いたします。 

 

記 
 
1．業務提携の趣旨 

SBI ベリトランスは、オンライン決済サービスを中心とした総合 EC インフラを提供するリーデ

ィングカンパニーです。2009 年１月 26 日に、日本製品を中国本土の消費者に提供する EC モール

「佰宜杰.com（バイジェイドットコム: http://www.buy-j.com/）」※１の運営を開始しています。 

 

エイジアは、高度なメールマーケティングへの要望を持つ企業に高い評価を受けている、高機

能 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム 「 WEB CAS e-mail （ ウ ェ ブ キ ャ ス  イ ー メ ー ル : 

http://webcas.azia.jp/email/）」を提供しています。同製品は、2008 年度 CRM※２市場メール送

信パッケージ分野※３においてシェア 1位を獲得しています。 

 

SBI ベリトランスとエイジアは、両社の実績とノウハウを生かして、中国における EC ソリュー

ションの充実とメール配信機能の最適化を図り、中国の消費者に向けてアプローチを希望する事

業者を支援するソリューションの共同開発を行うことで合意いたしました。 

またエイジアは、本業務提携により、EC 事業者を対象とした販路の拡大と、中国市場への進出

を見据えた製品開発および販売機会の創出を目指します。 

 

2．業務提携の内容 

業務提携第一弾として、「WEB CAS e-mail」の中国語（簡体字）配信対応について両社で共同開

発を行うとともに、中国向け EC モール「佰宜杰.com」に「WEB CAS e-mail」を導入し、中国人消

費者に合わせたソリューションについて研究、開発してまいります。 

具体的には、「佰宜杰.com」会員を対象に「WEB CAS e-mail」（簡体字対応版）を活用したメー
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ルマーケティングを実施して、中国人消費者にどのような手段のアプローチが効果的なのかを測

定すると共に、メール送受信環境についても調査を行い、最適化を図ってまいります。 

 

今般、「佰宜杰.com」のインフラにエイジアの「WEB CAS e-mail」の機能を新たに搭載すること

により、個人の属性や嗜好、RFM 分析※４などに基づいた One to One メール配信や、WEB サイト上

の行動履歴・購買履歴をもとにしたレコメンドメール配信はもちろん、メール配信に紐づいた売

上金額などの成果分析が行えるようになります。 

 

なお「佰宜杰.com」のメールマーケティング実施予定時期（2010 年１月下旬）は、日本や欧米

のクリスマスにあたる最大の商戦シーズンです（中国の春節《※2010 年は２月 14 日》前の約 1

ヶ月間）。このタイミングに中国で本格的なメールマーケティングを実施できる意義は大きく、出

店企業には大きなメリットを提供できるものと期待しております。 

 

 

3．当事会社の概要 

■ 株式会社エイジア 

http://www.azia.jp/ 

（1）名 称      株式会社エイジア 

（2）主な事業の内容  CRM アプリケーションソフト「WEB CAS」の開発・販売、ウェブサイト

および企業業務システムの受託開発、ウェブコンテンツの企画・制作 

（3）設立年月日    1995 年４月 11 日 

（4）本社所在地    東京都品川区南大井一丁目 13 番５号 

（5）代 表 者    代表取締役 美濃 和男 

（6）資本の額     3 億 2,242 万円 

 

■SBI ベリトランス株式会社 

http://ir.veritrans.co.jp/ 

（1）名 称      SBI ベリトランス株式会社 

（2）主な事業の内容  決済情報処理サービス、収納代行サービス、情報セキュリティサービス、

広告関連サービス 等 

（3）設立年月日    1997 年４月 24 日 

（4）本社所在地    東京都港区六本木一丁目 6番 1号 

（5）代 表 者    代表取締役 沖田 貴史 

（6）資本の額     10 億 6,376 万円 

 

4．日程 

（1）業務提携  

2009 年 11 月 17 日、業務提携基本契約の締結 

 

5．今後の見通し 

 中国関連市場への進出により業容の拡大を図る計画ですが、本件提携による 2010 年３月期（今
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期）の業績に与える影響は軽微であると予想しております。 

2011 年３月期（来期）以降の業績への影響に関しては、今後必要に応じ業績予想等に反映するこ

とといたします。 

 
※１  「佰宜杰.com（バイジェイドットコム）」 

SBI ベリトランスが運営する、日本製品を中国本土の消費者に提供する EC モール。中国の
会員数はすでに 10 万人を突破。日本の正規出店数は現在 17 店舗で、2010 年 3 月には 50
店舗の出店を見込む。中国の消費者向けに商品の販売を希望する日本企業に対し、物流や
翻訳、ユーザー対応までトータルで支援する総合 EC インフラとして機能している。 

※２  CRM（Customer Relationship Management、シーアールエム） 
情報システムを活用して企業が顧客と長期的な関係を築く方法の一つで、顧客データベー
スをもとに、商品・サービスの売買、問合せ、クレームへの対応等について一貫して管理
する手法のこと。 

※３  CRM 市場メール送信パッケージ分野 
エイジアは株式会社 ITR 発行の市場調査レポート「ITR Market View：CRM 市場 2009」にお
いて、ベンダー別出荷金額シェア第１位を占める。 

※４  RFM 分析  
最新購買日（Recency）、累計購買回数（Frequency）、累計購買金額（Monetary）という、3
つの側面から顧客の優良度を判定し、セグメンテーションする分析手法。セグメント別に
最適な施策を施すことで、販促効果を高めることができる。 
 

 

以上 


